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北海道大学和歌山研究林のコウモリ類 
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Bats in the Wakayama Experimental Forest, Hokkaido University 

by 

FUKUI, Dai1＊, AGETSUMA Naoki2, HILL David A.3 and HARADA Masashi4 

 
 

要    旨 
 

北海道大学和歌山研究林周辺において、コウモリ類の捕獲調査および既存標本の確認をおこなった。

捕獲の際には、カスミ網、ハープトラップ、Autobat を使用した。その結果、2 科 2 属 4 種（キクガシラ

コウモリ Rhinolophus ferrumequinum・コキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus・モモジロコウモ

リ Myotis macrodactylus・ノレンコウモリ Myotis nattereri）のコウモリ類を捕獲した。これらのコウモ

リについてはその音声構造も記録した。さらに、研究林庁舎の標本室に保管されていた 2 科 2 属 2 種（コ

キクガシラコウモリ・モモジロコウモリ）の標本を確認した。このほか、確認した種とは明らかに異なる

構造のエコーロケーションコールを調査中に確認したことから、調査地域には少なくとも 5 種のコウモリ

が生息すると考えられる。 
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はじめに 
コウモリ類（翼手目：Order Chiroptera）は、

哺乳類の中でも豊富な種数・個体数と広大な分布

域を擁し（Simmons 2005）、送粉者や昆虫の捕食

者としての高い生態系機能や、環境変動に対する

特異的な応答が指摘されている（例えばFujita and 

Tuttle 1991, Clarke et al. 2005, Kalka et al. 2008, 

Williams-Guillén et al. 2008）。こうした生態的特

性に加え、1990 年代以降の調査機材（バットディ

テクターや電波発信機など）の急速な発達もあい

まって、様々な空間スケールでの環境改変に対す

る指標生物群としての注目が高まっている（Jones 

et al. 2009）。特に、バットディテクターを用いた

音声モニタリングは、時空間的に広範囲でのモニ

タリングが容易におこなえることから、コウモリ

の研究に様々な革新をもたらした（例えば Parsons 

and Jones 2000, Russo and Jones 2002, Gehrt 

and Chelsvig 2003）。しかし、こうしたモニタリ

ングをおこなう際には、事前に、捕獲調査による

生息情報と、十分な数の音声データの収集が必要

である。残念ながら日本国内では、環境変動に対

するコウモリ類の応答をモニタリングするための

十分な基盤情報を備えている地域はほとんどない。 

大学研究林は、森林生態系や生物多様性のモ

ニタリング拠点としての役割の重要性が指摘され

ており（本間・日浦 2006）、生物インベントリー

の整備が基盤要件の一つとしてあげられる。北海

道大学和歌山研究林がある和歌山県では、これま

でに 2 科 7 属 10 種のコウモリ類（翼手目）の記録

が公表されている（Sawada 1982/1983, Kifune 

and Sawada 1984, 前田ほか 1985/2007, Harada 

et al. 1987, Yoshiyuki 1989, 前田・青井 2001, 井

上ほか 2004, 徐ほか 2005）が、大部分の種の記

録は散発的なものであり、研究林の位置する古座

川町内での記録はみられない。そこで、本研究で

は、和歌山研究林のインベントリー整備の一環と

して、和歌山研究林周辺のコウモリ類の生息状況

把握および、音声データ収集を目的とした。 

 
調査地および方法 

本研究では、捕獲による調査と、研究林庁舎

の標本室に残されていた既存標本の記録をおこな

った。捕獲調査は、2009 年 6 月 19, 21, 22, 24, 25

日の 5 日間にわたっておこなった。捕獲調査地は

北海道大学和歌山研究林周辺の平井川流域の Site 

A, B, C, D, Eである（Figure 1）。各Siteの特徴は、

Site A・C・D・E はスギ・ヒノキ人工林に周囲を

囲まれた河川沿いであるが、ウツギやノリウツギ

といった広葉樹も比較的多い。このうち、Site E

周辺には小規模ながら広葉樹林も存在する。また、

Site B はクスノキ科・ブナ科を主体とする照葉樹

林（大森山保存林）である。期間中、夜間にカス

ミ網（36 メッシュ、幅 6 ないし 9 m、高さ 5 m；

東京戸張、東京）2－3 張りおよびハープトラップ

（ 2 Bank Austbat Harp Trap, Faunatech 

Austbat, Australia）2 台を用いた捕獲をおこなっ

た。この際、捕獲効率向上のために、コウモリ類

のソーシャルコールを基に作成した人工音声を再

生してコウモリを誘引する装置（Sussex Autobat, 

UK.）を併用した（Hill and Greenaway 2005）。

設置時間は日没時からとし、0 時前後に撤収した。

捕獲した個体は，阿部ほか（2005）を参考に種を

同定し、性、齢、繁殖状況を確認した。齢査定の

際、その年に生まれた個体を幼獣（young）として

扱 っ た 。 さ ら に 体 重 計 （ Handy-mini-1476, 

TANITA Co., Tokyo ） と ノ ギ ス （ CD-20B, 

Mitsutoyo Co., Kanagawa）を用いて体重（BW）

と前腕長（FAL）を測定し、個体識別用のバンド

（Lambournes Ltd., UK.）を前腕部に装着した後

に放逐した。放逐の際には、バットディテクター

（D-240X, Pettersson Elektronik AB, Uppsala, 

Sweden）と接続したリニア PCM レコーダー 

（R-09, Roland, Shizuoka）を用いてコウモリ類の

音声の録音をおこなった。録音された音声は、音

声 解 析 ソ フ ト Bat Sound 3.1 （ Pettersson 

Elektronik AB, Uppsala, Sweden）によってスペ

クトログラム化し、各個体 10 パルスに関して（10

パルス確保できなかったものに関しては、計測可

能な数だけ）、Fukui et al. (2004) に基づき、パル

ス開始時周波数（SF）・最高音圧時周波数（PF）・

パルス終了時周波数（EF）・中間周波数（MF）・

パルス長（D）を測定した。和名および学名は

Ohdachi et al. (2009) にしたがった。本調査は環

境省から鳥獣捕獲許可証の交付を得て実施した

（第 7-3 号～第 7-5 号）。 
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結果および考察 
本調査によって、3 個所で 2 科 4 種 5 個体の

コウモリ類を捕獲し、音声を録音・解析すること

ができた（Table 1）。また、研究林に保管されてい

た 2 科 2 種の標本を確認した（Table 1）。さらに、

コウモリが捕獲されなかった地点も含めた複数の

調査地点で、捕獲された種とは明らかに異なる音

声構造をもったコウモリの飛翔を確認した。 

 

1. キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ Rhinolophus 

ferrumequinum (Schreber, 1774) 

1 個所で 1 個体を捕獲した（Table 1）。本種は

北海道からトカラ列島にかけて分布しており、紀

伊半島にも広く分布している（Ohdachi et al. 

2009）。洞穴や家屋をねぐらとしており、本調査地

周辺にもねぐらとなるような環境が存在すると考

えられる。本個体は、腹部のふくらみから妊娠し

ていると思われ、調査地域に出産哺育ねぐらが存

在すると思われる。本種のエコロケーションコー

ルのピーク周波数には地理的変異が見られるが

（松村 2005）、本調査で得られた個体の発する音

声の平均ピーク周波数は65.2 kHzであった（Table 

2, Figure 2）。これは、北海道産や本州北部産（そ

れぞれ、65.0 kHz と 65.5 kHz：Fukui et al. 2004, 

Taniguchi 1985）と差がない一方で、山口県秋吉

産（68-70 kHz：松村 2005）や九州産（69.2 kHz：

船越 2004）とは大きく異なっていた。また、これ

までの和歌山産の記録（67-68 kHz, n = 2：松村 

2005）とも差があったが、和歌山県内でのサンプ

ル数が少ないことと、キクガシラコウモリの発す

る音声の周波数に関しては同一集団内でも 3 kHz

程度の個体差があることから（例えば Fukui et al. 

2004）、今回見られた差が個体差によるものなのか、

あるいは同一地域内でも集団による差が生じてい

るのかについては今後の研究が待たれる。 

 

Figure 1. A: Map of Kii Peninsula. The filled circle shows the location of our research area.  B: Detailed 
map of the research area.  Sites A–E show mist-netting and harp-trapping sites.  Sites F–G 
show localities where preserved specimens were collected. 
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2. コキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus 

(Temminck, 1935) 

1 個所で 2 個体を捕獲した（Table 1）。また、

1994 年 3 月 7 日に平井地区・前田順子宅（Site H；

Figure 1）にて捕獲したと記録されている液浸標本

1 個体を確認した。本種もキクガシラコウモリ同様、

北海道から沖永良部島にかけて広く分布しており、

紀伊半島にも記録が見られる（Ohdachi et al. 

2009）。洞穴や家屋をねぐらとしており、本調査地

周辺にもねぐらとなるような環境が存在すると考

えられる。捕獲された 2 個体のうち 1 個体は妊娠

しており、調査地周辺で出産哺育していると思わ

れる。本種のエコロケーションコールのピーク周

波数には、北から南に向かって高くなるという地

理的クラインが見られるが（104 kHz-109 kHz：

松村 2005）、本調査で得られた個体の発する音声

の平均ピーク周波数は 106.5 kHz および 106.0 

kHz であった（Table 2, Figure 2）。青森県産およ

び石川県産が 104 kHz、山口県産と屋久島産がそ

れぞれ 106 kHz、109 kHz であり（松村 2005）、

本調査地域の個体のピーク周波数も地理的クライ

ン上にあるものと考えられる。 

 

3. モモジロコウモリ Myotis macrodactylus 

(Temminck, 1840) 

1 箇所で 1 個体を捕獲した（Table 1）。また、

1990 年 9 月 7 日に研究林（当時、演習林）庁舎敷

地内（Site F；Figure 1）で拾得されたと記録のあ

る液浸標本および、1992 年 7 月 21 日に平井地区・

平井川（Site G；Figure 1）で、著者の一人である

原田によって捕獲された 1 個体の仮剥製（頭骨は

行方不明）1 個体を確認した。本種は、北海道から

奄美諸島にかけて広く分布しており、和歌山県内

にも記録が見られる（Ohdachi et al. 2009）。洞穴

や家屋、橋桁などをねぐらとして利用しており、

本調査地周辺にもねぐらとなるような環境が存在

すると思われる。本種の音声については、北海道

産（Fukui et al. 2004）と九州産（船越 2004, 2007）

個体について報告がある。本調査で得られた個体

の 音 声 構 造 は 典 型 的 な FM （ Frequency 

modulated）型で（Table 2, Figure 2）、パルス終

了時周波数（EF）・やパルス長（D）に関してはこ

れまでの報告と違いはなかった。しかし、北海道、

九州産共にピーク周波数（PF）は 50 kHz 前後で

あったのに対して、本調査で得られた音声のピー

ク周波数は 60.3 kHz と、10 kHz の差が見られた。

モモジロコウモリの音声構造の種内変異について

の研究はないが、他種では FM 型音声の種内変異

は多く見られ（例えば Brigham et al. 1989, Obrist 

1995, Murray et al. 2001）、その要因としては、

性・齢によるもの（Buchler 1980, Heller and 

Helverson 1989, Jones et al. 1992）、録音時にコ

ウモリが置かれている状況（マイクロハビタット

のタイプや同種他個体の有無など：Jacobs 1999, 

Jensen and Miller 1999, Rydell 1990/1993）、地理

的なもの（Barclay 1999, Parsons 1997, Thomas 

et al. 1987）が挙げられる。今回は一個体分の音声

しか得られていないため、要因を特定することは

出来ず、今後、サンプル数を増やして、今回得ら

れた変異の要因を探る必要がある。 

 

4. ノレンコウモリ Myotis nattereri (Kuhl, 1817) 

1 箇所で 1 個体を捕獲した（Table 1）。本種は

北海道から屋久島にかけて記録があるが、特定の

地域で局所的に記録されているほかは散発的であ

る（Ohdachi et al. 2009）。和歌山県では、Sawada 

(1983) に記録が見られるだけである。その他、近

隣県では三重県で 2 例（佐野 2003, 清水 2007）、

奈良県で 1 例（環境省自然環境局生物多様性セン

ター 2004）の記録が見られる。環境省レッドデー

タブックにおけるランクは VU である（環境省 

2002）。捕獲個体は、乳頭の発達具合から授乳中で

あると思われ、調査地域周辺で出産哺育をおこな

っていると思われる。日本国内では、ねぐらとし

て主に洞穴や人工構造物を利用することが知られ

ているが、樹洞を利用していた例も一例ではある

が見られる（上山ほか 2007）。海外における樹洞

の利用例は比較的多く知られており（例えば

Kañuch 2005, Smith and Racey 2005；ただし、日

本産が別種であるとの指摘もある：Kawai et al. 

2003）、今後、調査地内での出産哺育ねぐらの解明

が待たれる。本調査で得られた個体の音声構造は

パルス長（D）の短いFM型で（Table 2, Figure 2）、

パルス終了時周波数（EF）・やパルス長（D）に関

しては日本におけるこれまでの報告（船越 

2004/2007）と違いはなかった。しかし、SF（本 
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Figure 2. Release calls of captured bats. Left: spectrograms, right: power spectra. The ‘0 dB’ value on power 
spectra is an arbitrary reference level, corresponding to the maximum allowable signal level that can be 
represented in given digitisation format. R.f.: Rhinolophus ferrumequinum, R.c.: Rhinolophus cornutus, 
M.m.: Myotis macrodactylus, M.n.: Myotis nattereri. 
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Figure 3. Spectrograms (left) and power spectra (right) of echolocation calls of unknown species that were 
recorded flying at our survey sites.  Arrows indicate peak frequency. 
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報告：131.1 kHz, 九州産：71.3 kHz）と PF（本

報告：60.2 kHz, 九州産：36.4 kHz）に関しては

大きな違いが見られた。ヨーロッパ産の本種につ

いても、報告によって周波数に大きな違いが見ら

れる（SF：108.6-155.0 kHz, PF：35.6-75.0 kHz；

Waters and Jones 1995, Obrist et al. 2004, 

Siemers and Schnitzler 2004）。この変異について、

Waters & Jones (1995) は、音声を録音しようとす

るコウモリが飛翔する空間の状況が影響している

のではないかと推測している。本種の音声のパワ

ースペクトルを見ると、30 kHz から 70 kHz 付近

にかけて音圧の高い状態が続いている（Figure 2）。

つまり明瞭な周波数のピークが見られないことが

分かる。こうした特徴は、ヨーロッパ産ノレンコ

ウモリにおいても見られ（Waters and Jones 

1995）、わずかな環境の違いでピーク周波数が大き

く変動する要因になっているものと思われる。今

後、本種が生息する地域で音声センサスを取り入

れるためには、変異パターンの解明が必要であろ

う。 

 

5. 不明種 

調査中に、前述の 4 種とは明らかに異なる構

造の音声を Site A, D, E および平井川沿い（Site E

と H の間）で複数回確認している。これらの音声

はいずれもピーク周波数が 40-50 kHz 台の

FM-QCF（frequency modulated - quasi constant 

frequency）構造を示していた（Figure 3）。日本産

コウモリ類の中で、類似した音声構造を持つ種と

してはユビナガコウモリ属 Miniopterus とアブラ

コウモリ属 Pipistrellus が挙げられる（福井ほか

2003, 船越 2004/2005/2007）。このうち、ユビナ

ガコウモリ Miniopterus fuliginosus のピーク周波

数は 47.1-56.5 kHz（九州産：船越 2005/2007）、

アブラコウモリ Pipistrellus abramus のピーク周

波数は九州産で 43.3-46.9 kHz（船越 2005/2007）、

神奈川産で平均 42.9 kHz（福井ほか 2003）であ

ることが知られている。この他にも、生息の可能

性があり、FM-QCF 型音声を発すると思われる種

としてモリアブラコウモリPipistrellus endoiが挙

げられるが、音声構造の記録はない。本調査中に

録音したFM-QCF型音声のピーク周波数は低いも

ので 40.6 kHz、高いもので 54.7 kHz であり

（Figure 3）、複数種の存在の可能性も考えられる

が、地理的変異や音声構造未記載種の存在から、

これらの音声を発していた種が何であるかは判定

できない。ただ、今回の捕獲や標本調査で確認で

きなかったコウモリが少なくとも 1 種、調査地域

に生息していることは確実である。 

 

まとめ 
本調査によって、研究林周辺での少なくとも 2

科 5 種の生息を確認した。そのうち、捕獲および

標本調査で確認された種は、すべて洞穴や人工構

造物を主なねぐらとする種であった。つまり、こ

れらの種は「ねぐら資源」という観点から見ると、

必ずしも森林の質に影響されるとは限らない可能

性がある。一方で、地理的に分布していてもおか

しくない種で、樹洞など、森林の質に影響される

ようなねぐらを利用する種は確認されなかった。

本調査地域は、森林率は極めて高いが、同時に人

工林比率も高い（和歌山研究林の人工林比率は

76％：和歌山研究林 2007）。こうしたハビタット

特性が、調査地域のコウモリ類の種組成に影響し

ている可能性がある。本調査は 5 日間という短い

期間でしかおこなわれなかったため、すべての生

息種を把握している可能性は低い。今後、調査地

点や回数を増やしながら継続的におこなうことに

よって、より詳細な種組成が明らかになり、森林

環境との関連性も見えてくるであろう。 
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Summary 

 

Bat fauna was surveyed around the Wakayama Experimental Forest of Hokkaido University in 

June 2009. Mist nets, harp traps and Autobat acoustic lure systems were used for capturing bats. In 

total, four species (Rhinolophus ferrumequinum, Rhinolophus cornutus, Myotis macrodactylus, Myotis 

nattereri) of bats were captured, and their echolocation calls were recorded on release. Moreover, 

specimens of two species (Rhinolophus cornutus, Myotis macrodactylus) preserved in the specimen 

room of the Experimental Forest were confirmed. During the survey, we recorded echolocation calls 

that were distinctly different from those of species confirmed by capture. Therefore, it is likely that 

there are at least 5 bat species inhabiting our study area. 

 

Keywords: Chiroptera, Wakayama, distribution, echolocation call 

 


